
 

 
 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

３７８ １型糖尿病に対する糖尿病治療剤（チアゾリジン薬）の算定について 

 

《令和６年１１月２９日》 

 

○ 取扱い 

 

１型糖尿病に対する糖尿病治療剤（チアゾリジン薬）の算定は、原則として

認められない。 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 
糖尿病治療剤（チアゾリジン薬）はＰＰＡＲγと呼ばれる核内受容体型転写

因子作用を活性化し、結果として脂肪組織の質を改善し、同時に遊離脂肪酸、

組織壊死因子－α(ＴＮＦ－α)、炎症性サイトカインの分泌を抑制する一方で、

アディポネクチンの分泌を促進させ、インスリン抵抗性を改善させる働きが

あることより、肥満・内臓脂肪蓄積が疑われインスリン抵抗性が強いと推測さ

れる場合に使用される。 
１型糖尿病は、膵β細胞の破壊により、インスリン分泌が枯渇した状態であ

り、１型糖尿病に対して本薬剤の薬理作用からは血糖低下作用は期待できな

い。 
以上のことから、１型糖尿病に対する糖尿病治療剤（チアゾリジン薬）の算

定は、原則として認められないと判断した。 
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